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「
念
頭
に
あ
た
っ
て
」

副
組
合
長池

　
田
　
　
　
彌

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
組
合
も
合
併
十
周
年
を
迎
え
、
よ
う
や
く
安
定

し
た
組
合
と
成
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
で
そ
れ

ぞ
れ
の
異
な
る
地
域
性
を
共
有
す
る
事
が
出
来
、
通

年
に
亘
り
、
幅
広
い
分
野
で
の
施
業
が
で
き
る
こ
と

の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
改
め
て
関
係
各
位
の

ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
自
然
災
害
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
も

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
本
年
四
月
に
、

あ
ら
た
に
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
と
し
て
森
林
経
営
管

理
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
森
林
所
有
者
と
市
町

村
で
意
向
確
認
の
上
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経

営
者
に
管
理
を
再
委
託
し
、
良
好
な
森
林
環
境
の
保

全
を
図
る
と
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
も
、
積
極
的
に

こ
の
取
り
組
み
に
関
与
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
念
頭
に
あ
た
り
、
各
位
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
更
な
る
ご

支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成31年 「春の購買セール」 ※本誌５ページをご覧ください。
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木
材
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
施
設
の
整
備

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
２
ヵ
年
を
か
け
、

木
材
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
（
木
材
貯
木
場
）
を
整
備
し

ま
し
た
。
前
年
に
、
組
合
土
場
の
舗
装
拡
張
工
事
を

行
い
、
当
年
は
、
機
械
及
び
台
貫
施
設
を
新
規
導
入

し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
木
材
需
要
の
動
向
は
、
大
規
模
な
製
材
・

合
板
工
場
の
国
産
材
利
用
へ
の
シ
フ
ト
化
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
か
ら
の
間
伐
未
利
用
材
等
の
需

要
増
加
に
伴
い
、
林
業
事
業
体
に
は
大
ロ
ッ
ト
に
よ

る
安
定
的
且
つ
効
率
的
な
木
材
供
給
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

地
域
材
の
木
材
供
給
拠
点
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、

木
材
貯
木
機
能
を
高
め
て
、
間
伐
材
生
産
を
主
体
と

し
た
森
林
整
備
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

森
林
組
合
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
森
林
組
合
役
員
改
選
を
本
年
５

月
に
執
行
し
ま
す
。手
続
き
は
、推
薦
会
議
で
推
薦
さ

れ
た
役
員
候
補
者
を
総
代
会
で
役
員
選
任
議
案
と
し

て
上
程
し
、出
席
総
代
の
投
票
に
よ
り
こ
れ
を
決
定

し
ま
す
。推
薦
会
議
委
員
は
、定
款
で
定
め
る
区
域（
旧

組
合
単
位
）か
ら
選
出
さ
れ
、20
名
の
委
員
で
構
成
し

ま
す
。次
期
役
員
の
定
数
並
び
に
任
期
は
左
記
の
通

り
で
す
。

【
役
員
の
主
な
資
格
要
件
】※
内
規
他

・
役
員
就
任
時
年
齢
が
76
歳
以
下
の
正
組
合
員

・
組
合
の
行
う
事
業
と
競
争
関
係
に
な
い
者

【
次
期
役
員
の
定
数
】

・
18
名

　
　

理
事
14 
名

　
　

監
事
４
名　
　
　

【
次
期
役
員
の
任
期
】

・
３
年
間　

　
　

平
成
31
年
度　

通
常
総
代
会
の
日
か
ら

　
　

平
成
34
年
度　

通
常
総
代
会
の
日
ま
で

【
各
区
域
の
推
薦
会
議
委
員
の
定
数
】

・
代
表
総
代
又
は
代
表
総
代
の
推
薦
に
よ
る
者

　
　

第
一
区　

小　

国　

区
域
４
名

　
　

第
二
区　

刈
谷
田　

区
域
４
名

　
　

第
三
区　

三　

島　

区
域
４
名

　
　

第
四
区　

長　

岡　

区
域
８
名

【
役
員
候
補
者
推
薦
会
議
の
日
程
】

　
　

平
成
31
年
２
月
中
旬　

推
薦
会
議
委
員
の
選
任

　
　

平
成
31
年
３
月
末
日　

候
補
者
推
薦
締
め
切
り

　
　

平
成
31
年
４
月
中
旬　

役
員
推
薦
会
議
の
開
催

平成 30 年度 新潟県農林水産業総合振興事業
写真 左：木材計量器トラックスケール 40t 積載
写真 右：木材業仕様ホイールローダー 100PS

※
　
平
成
30
年
12
月
撮
影

林
業
座
談
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て

　

組
合
員
の
皆
様
に
、
組
合
の
組
織
、
運
営
状
況
を

ご
説
明
し
、
地
域
の
要
望
や
ご
意
見
等
を
今
後
の
事

業
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、
２
月
21
日
よ
り
全
11
会

場
で
、「
林
業
座
談
会
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
多
く

の
皆
様
の
ご
参
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
各
会
場
の
詳
し
い
日
程
及
び
開
催
場
所
は
、

　

後
日
、
回
覧
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昨年の三島会場

昨年の見附会場

～林業座談会の開催予定～
２
月
21
日　

三
島
地
区

　
　

〃　
　

与
板
地
区

２
月
22
日　

長
岡
西
地
区

　
　

〃　
　

和
島
地
区

２
月
25
日　

見
附
地
区

　
　

〃　
　

栃
尾
地
区

２
月
26
日　

寺
泊
・
西
蒲
地
区

　
　

〃　
　

出
雲
崎
地
区

２
月
27
日　

長
岡
東
地
区

２
月
28
日　

越
路
地
区

　
　

〃　
　

小
国
地
区

（
座
談
会
の
内
容
）

・
運
営
状
況
の
説
明

・
組
合
事
業
の
紹
介

・
購
買
物
資
の
紹
介

・
行
政
か
ら
の
情
報

・
意
見
交
換

※
一
時
間
半
程
度
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チ
ェ
ン
ソ
ー
ま
つ
り

職
員
の
声

職
員
の
声

森
林
整
備
課　

技
術
職
員

�

桑
　
原
　
祐
　
大

　

森
林
組
合
で
働
き
始
め
て
４
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ェ
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
を
触
っ
た
こ
と
の
な
い
状
態
か
ら
、
緑
の
雇
用
で
の
研
修

や
先
輩
職
員
に
指
導
し
て
頂
き
な
が
ら
今
日
ま
で
怪
我
も
な
く
勤
め
て
き
ま
し
た
。

組
合
で
の
業
務
内
容
は
初
め
て
の
こ
と
が
多
く
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
不
慣
れ
な

チ
ェ
ン
ソ
ー
で
初
め
て
杉
の
木
を
倒
し
た
時
の
音
と
そ
の
衝
撃
は
鮮
明
に
覚
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
森
林
整
備
の
他
に
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ロ
ー
プ
と
ハ
ー
ネ
ス
を
使
用
し
て
樹

上
で
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
扱
う
特
殊
伐
採
に
も
少
し
ず
つ
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の
皆
様
の
御
要
望
に
全
力
で
応
え
、
美
し
い
森
林
を
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
指
導
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

森
林
整
備
課　

技
術
職
員

長
谷
川
　
誠
　
之

　
３
年
間
、
集
合
研
修
で
資
格
取
得
と
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
や
重
機
の
操
作
、
林
業
の
基

礎
を
学
び
、
実
践
的
な
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
安
全
に
効
率
良
く
作
業
を
す
る
こ
と

が
身
に
つ
い
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
た
の
が
、
山
の
間
伐
で
す
。
太
陽
の
光
が

入
ら
な
い
暗
い
森
林
を
間
伐
す
る
と
、
木
々
の
間
か
ら
幾
筋
の
明
る
い
光
が
降
り
注

ぎ
ま
す
。
春
の
優
し
い
光
、
夏
の
濃
厚
な
緑
、
秋
の
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
、
冬
の
時

間
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
銀
世
界
。
自
然
を
感
じ
な
が
ら
間
伐
を
し
た

山
を
見
る
だ
け
で
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

　
林
業
は
技
術
と
経
験
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
安
全
に
作
業
を
行
い
、
そ
の
上
で
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

―
緑
の
雇
用
研
修
を
終
え
て
―

　

昨
年
10
月
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。
機
械
の
無
料
点
検
会
や
展
示
即
売
会
で
は
、
皆
様
が
熱
心
に
質
問
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
焼
き
た
て
の
美
味
し
い
焼
き
芋
も
好
評
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
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出雲崎汐風食堂イベント

しいたけ駒打ち体験

みしま産業まつり

見附まつり

頑
張
る
組
合
員

頑
張
る
組
合
員

「
ま
だ
ま
だ
現
役
」

�
小
国
町
小
栗
山

　
北
原
　
健
一 

さ
ん

　

北
原
さ
ん
は
、
昭
和
17
年
に
お
祖
父
さ
ん
と
二
人
で
、

当
時
は
役
場
か
ら
約
千
本
も
の
杉
苗
を
担
い
で
持
ち
帰

り
、
伐
採
し
た
裏
山
に
植
林
し
た
の
が
林
業
と
関
わ
り

合
う
始
ま
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
初
は
、
植
林
し
た
山
に
石
灰
を
撤
き
、
サ
ツ
マ
芋

苗
を
植
え
て
芋
の
ツ
ル
を
肥
料
に
し
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
功
を
奏
し
杉
苗
も
大
き
く
育
ち
、
日
々
の
作
業
が

実
を
結
び
、
平
成
20
年
に
は
、
新
潟
県
優
良
林
分
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
「
林
野
庁
長
官
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

90
才
を
超
え
ら
れ
た
今
で
も
、
下
草
刈
り
な
ど
の
作

業
を
や
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、「
山
の
作
業
は
好
き

な
の
で
、
体
の
続
く
限
り
は
続
け
た
い
し
、
子
供
に
こ

の
山
を
引
き
継
い
で
も
ら
い
た
い
。」
と
話
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
現
役
、
健
康
に
留
意
し
て
無
理
せ
ず
頑
張
っ

て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　
　
（
湯
本
理
事　

記
）

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

名
木
め
ぐ
り

「
宮
之
原
町
の
大
欅
」

　

見
附
市
宮
之
原
町
の
大
欅
は
、
刈
谷
田
川
か
ら
分
か

れ
た
支
流
の
塩
谷
川
が
大
き
く
蛇
行
し
た
と
こ
ろ
、
諏

訪
神
社
の
境
内
に
有
り
ま
す
。

　

樹
齢
は
不
明
で
す
が
、
幹
は
周
囲
７
ｍ
20
㎝
有
り
ま
す
。

　

す
ぐ
下
が
市
道
太
田
・
杉
沢
線
と
な
っ
て
い
る
小
高

い
と
こ
ろ
か
ら
、
太
い
根
が
社
殿
の
方
に
向
か
っ
て
力

強
く
根
を
張
り
人
々
の
往
来
を
見
守
っ
て
い
る
様
に
見

え
ま
す
。　　
　

�

　
（
小
林
監
事　

記
）

地
域
行
事

　

昨
年
も
、
地
域
の
産
業
ま
つ
り
な
ど
多
数
の
イ
ベ

ン
ト
行
事
に
参
加
し
ま
し
た
。
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キ 

リ 

ト 

リ 

線

♨日帰り入浴施設 無料招待券
当組合では、長岡市指定管理事業としておぐに森林
公園の管理・運営を受託しております。

【お問合せ先】
長岡市小国町上岩田　おぐに森林公園 「養楽館」
（電話 ０２５８―９５―３１６１）

本券１枚で２名様まで無料で入浴できます。
有効期限  平成31年3月末日まで  毎週水曜休館

森林組合　春のおすすめ購買商品

お知らせ

　森産業株式会社の種菌・きのこ関連資材が価格改定の為、平成 30年 10 月１日より値上げになりました。

皆様には大変ご迷惑をおかけしますがご理解頂きますようお願い申し上げます。

　尚、日本きのこセンター（菌興）の種菌・きのこ関連資材につきましては、価格は据え置きです。

森のしいたけ・なめこ種こま
 1,000 入り　 3,780 円

　 500 入り 　1,890 円
※この他ひらたけ・くりたけなどの

　品種もございます。

菌興のしいたけ・なめこ種こま
 1,000 入り　 3,520 円

　 500 入り 　1,760 円
※この他ひらたけ・くりたけなどの

　品種もございます。

原　木
特大（11 ～ 13 ㎝） 1,000 円

大　 （8～ 10 ㎝） 780 円

中　 （6～ 7cm） 570 円

商品は消費税込の価格となっております。組合員以外の方は 10％増となります。

いざという時の為に森林保険のご加入をお薦めします！
台風や集中豪雨、火災など万が一の災害に備えることができます。

出雲崎町地内　H30 年雪害

25 年生のスギが雪害で折損した場合…
契約面積：1.46ha
実損面積：0.46ha
保険料：10,090 円 / 年（ha 当たり換算 6,911 円）
お支払した保険料：
　1,265,000円（ha当たり換算2,750,000円）

Q.　保険料の目安は？
A.　条件によって異な

りますが、一反あた
り年額５００円程度
です。

将来にわたって森の恵みを受け続けられるようお手伝いをさせていただきます。

組合員の異動手続きに
ついて

　組合員の加入要件等が変わった

時は定款で定める手続きをお願い

します。

・組合員の住所が変わった時

・組合員の名義が変わった時

・組合員に加入する時

・組合員に脱退する時

　　※推進員を変わられた場合も
お知らせ願います。
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－皆様からのご意見・ご感想をおきかせください－
http://yotubaforest.info/

中越よつば森林組合
本　　　　所　長岡市雲出町字前田4421番地

TEL 0258-21-4525　FAX 0258-21-4533
刈谷田事業所　見附市神保町218番地

TEL 0258-63-2451　FAX 0258-63-3048
小�国�事�業�所　長岡市小国町法坂793番地

TEL 0258-95-4147　FAX 0258-95-4132
三�島�事�業�所　長岡市小島谷字上の東506番地1

TEL 0258-74-2016　FAX 0258-74-2877
　　※小国事業所・三島事業所の窓口業務は、月・水・

金曜日の午後の営業となります。

「再造林モデル事業」施業候補地を募集します

　循環型林業の再生を目的に、「再造林モデル事業」を実施し
ております。伐採から植栽までの経費は、全額組合が負担しま
す。（個人負担はありません。）さらに、生産木材の引取りによ
り最大３０万円/haを組合員（森林所有者）へお支払いします。
詳しくは、下記の応募条件をご確認の上、最寄り事業所へお申
し込みください。

＜応募条件＞
※モデル事業の為、実施市町村及び対象森林が限定されますことをご了承願います。
注）下記条件を満たしているものに限ります。不明な点は、お気軽に組合までお問い合せください。
〇対 象 森 林：森林所在地が長岡市､見附市､出雲崎町であり且つ森林所有者が森林組合員であること。
〇実施条件１：50年生以上のスギ人工林で0.5ha(5反)程度の纏まりのある森林であること。※複数名可
〇実施条件２：植栽樹種はスギ以外の広葉樹も可。但し、伐採範囲の全面積に植栽が可能であること。
〇実施条件３：林内に森林作業道（林業機械による木材搬出道路）の設置の了解が得られること。
〇応募締切り：平成３１年６月末まで　※予算に限りがある為、厳正なる現地審査により決定します。

編編 集集 後後 記記
　よつばの情報を「組合

だより」、「ホームページ」

で組合の概要、事業紹
介、計画の進捗、お知らせ、ブログ等多岐に亘

り発信し組合員の皆様との情報連携を密に推進

しております。その中で特に肝要な事は経営の

理念、方針の徹底と明確なビジョンを掲げ日々

の活動と堅調な業績を目指してゆく情報伝達の

場と考えております。新年にあたり更なるモチ

ベーションを上げ人材ありきの事業記事と他業

種との協業（シナジー効果）を絡め将来の糧と

なり伸長を目指してゆく記事等を掲載する予定

です。組合員の皆様、本年も宜しくお願い申し

上げます。� 　（長束理事　記）

「木材買取事業」地域産材を買い取りします

　地域の木材利用の拡大と組合員への利益還元を目的に、「スギ丸太」の買い取り業務を
実施しております。受入対応の都合上、組合本所のみでの取り扱い業務となります。

買い取り規格・条件
○スギ材（主伐・間伐材問わず）
○長さ 2ｍ、3ｍ、4ｍ ※若干の曲りは可
○最小末口直径 8センチ以上～上限無し
○泥、枝は丁寧に落して搬入してください。
○木材計量により即日現金でお支払いします。
○買い取りは、組合への持ち込み材のみです。
　山林等への出向引取りはお受けできません。
○搬入前に必ず事前のお電話をお願いします。

買い取り金額
組 合 員　4,000 円／ｔ
一般個人  1,500 円／ｔ

（参考）1t 換算の丸太の目安本数
・長さ 2ｍ直径 12 ㎝　45 本程度
・長さ 2ｍ直径 20 ㎝　15 本程度
・長さ 4ｍ直径 10 ㎝　30 本程度
・長さ 4ｍ直径 20 ㎝　 8/ 本程度
※木材計量器で丸太重量を計測します。

（参考）1t 換算の丸太の目安本数
・長さ 2ｍ直径 12 ㎝　45 本程度


